
88 建設機械施工 Vol.67　No.3　March　2015

1．はじめに

研究第ೋ෦では，ओとしてڮに関する調査，試験，
研究，開発を行っている。ओߏとしての߯ߏ，
ίンクリートߏ，付ଐとしての৳ॖ装置，ࢧঝ，
さらにはԼ෦工ݕ設備業対である。·た，
これらのڮに使用されるࡐྉの性能ධՁ試験，ߏ
のඇഁյ試験実ڮでのࡌՙ試験，ߏղੳ，新技術
開発，ނࣄ対ࡦؚめて，産・ֶ からの様ʑなχー・
ζに対応している。ҎԼにそれͧれの概要をհする。

2．鋼構造物に関する業務

研究所は，動తな࠷大ࡌՙՙॏ 4000 LN（੩తに
は࠷大 6000 LN）から 50 LN にࢸる·でのർ࿑試験機
を 9 อ有しており，߯ߏを中৺としたࡐྉ༹
෦のർ࿑ٱ性およびՙ力等に関する試験研究を
行っている（写真─ 1）。·た，֎にはࡌՙ༰ྔ֤
300，280，200 LN の輪ՙॏ走行ർ࿑試験機を 3 設
置しており，自વڥの中での試験を行っている（写
真─ 2）。

の試験研究のςーマとしては，新し͘開発されۙ࠷
た߯ࡐの 4－N および٭ڮઢの確認，߯চ൛߯製ۂ
৳ॖ装置等の֤種ർ࿑ଛই対ࡦ，৯したܻ߯のՙ
力試験なͲを行っている。ڮの付ଐ設備そのଞに関し
ては，－30ˆの低ԹԼでの৳ॖ装置ࢭਫࡐのٱ性র
査，র໌ப道路ඪࣝおよび公Ԃ༡۩のഁଛݪҼ調査
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（2）研究第二部の活動紹介 
橋梁（鋼構造およびコンクリート）

なͲ，実ߏ施設のҡิ࣋मに関する業が多͘
なっている。技術開発ςーマに関しては，ແ公な
*)（ి࣓༠導）式ృບ除ڈ方๏，用車 3 が同時
にࡌでき 10 で 20 m のスパンを架設できるۓ
─写真）ڮٸ 3）の開発なͲを共同研究で実施してい
る。

3．コンクリート構造物に関する業務

大き͘ྨすると，ίンクリートচ൛，プレストレ
ストίンクリート（1C）ߏ，ҡ࣋ཧ技術全ൠ，
。ྉの性能確認試験等にけられるࡐ

ίンクリートচ൛には 3C চ൛，1C চ൛，合成চ
൛があり，֤চ൛およびܧख෦のՙ力（੩తࡌՙ試
験）ٱ性（ർ࿑試験）の確認，ർ࿑試験等による
ิम・ิڧ効Ռの確認（্面ิम，Լ面ิڧ），実ڮ
調査（ՙॏ車ࡌՙ試験，Ϟχタリング，施工試験）な
Ͳを行っている。1C （1Cߏ ܻ）にͭいては，
্ड़したようなՙ力ٱ性の確認の΄か，グラウ
ト注入試験ඇഁյ試験（1C ，グラࣸਅᴷݕのഁஅࡐ߯ �　େܕർ࿑ݧࢼ機ʢಈత ���� L/ʣ

ࣸਅᴷ �　֎ྠՙॏർ࿑ݧࢼ機ʢ��� L/ʣ

ࣸਅᴷ ͷ։ൃڮԾ設ٸۓ　�
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ウトॆర，Ϟχタリング）なͲをखֻけている。研
究所には N&9CO ૯研所有の輪ՙॏ走行ർ࿑試験
機（写真─ 4）ఆࡌՙർ࿑試験機が設置されてい
ることから，新東໊をは͡めとした新形式চ൛なͲの
試験を多͘実施している。

ҡ࣋ཧに関しては，ർ࿑，Ԙ，中性化，ౚ，
"43，ॳ期ܽؕ等に関する調査，அ，ิम・ิڧ
対ࡦ（ウΥーターδΣット，அ面म෮，ਫ，ిؾ
৯，表面ඃ෴・ؚਁ，ͻびׂれ注入，F31 着，
着ࡎ等に関する性能確認試験，技術開発），น高ཝ
؇িࡐのিಥ実験，マスίンクリートのԹ度応力ղ
ੳなͲが͛ڍられる。ࡐྉに関しては試験装置をॆ実
さͤ，֤種ࣨ試験（ڧ度，ྼ化ଅਐ，ౚ݁༥ղ，Ԙ
ੳ，中性化）をは͡めとして，֤地での࿐試験

（北海道ʙԭೄ）実施している。

4．性能評価試験

্ड़した֤種工๏，ࡐྉ等に関しては，新しい性能
ධՁج४の規ఆ，試験装置の開発，試験による性能ධ
Ձ，研म会の開࠵なͲを実施している。ྫえ，ウΥー
ターδΣット工๏に関してはᏖり装置の性能ධՁ（オ
ϖレータの技能ධՁ）を行っており，これ·でに
60 ࣾの装置の認ఆを行っている。அ面म෮工๏に関
しては，ਧ付けࡐྉにͭいて֤種性能ධՁ試験（写真
─ 5）を実施し，֤ηϝントϝーΧがਪできる 20
製が合格にࢸっている。このࡍにਧ付けを行うϊζ
ルマンの技能ධՁ行っており，これ·でに 90 ໊ۙ
͘を認ఆしている΄か，そのཧ技術ऀにͭいては
600 ໊が講श会をड講している。ਫに関しては
研究所が開発したͤΜஅർ࿑試験ͻびׂれ開ดෛՙ
試験等による性能ධՁ試験（写真─ 6）を実施し，高
機能ਫに関しては 5 製を認ఆしている。

ࣸਅᴷ �　ਧ͚ࡐྉͷੑධՁݧࢼ

ࣸਅᴷ �　ਫͷੑධՁݧࢼ機

ࣸਅᴷ �　/&9$0૯ݚͷྠՙॏߦർ࿑ݧࢼ機

5．新技術開発その他

がঃʑに૿えてきていྫࣄ新し͘開発し，適用ۙ࠷
る技術をҎԼにհする。

5.1　  自動車交通用のバルーン式自動交通遮断機
このःஅ機（写真─ 7）は，ਁਫしているΞンダー

パスのਐ入ࢭ，ःஅ機設置ݸ所がࣄ所からԕ方
にҐ置する合のԕִૢ作用，ྉۚ所等での同時ަ௨
ःஅ等のతで開発したので，ԕִૢ作での自動৳
ࡁܦ時にଈ時ަ௨ःஅするٸۓ時なͲࡂނࣄ，ॖ
తかͭ効Ռతなަ௨規制装置である。車྆が 60 Lm�I
でিಥして時間Ӎྔ 200 mm�I ではな͘，
L&D ࡌで間໌る͘，全ࠃで 100 の設置に
　。っているࢸ

ࣸਅᴷ �　ΤΞʔࣜࣗಈަ௨ःஅ機
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5.2　  透光性遮音壁の機能回復（クリアスカイ工法）
（写真─ 8）

ϙリΧ൘なͲのಁޫ性ः音นではࢵ֎ઢྼ化等に
よってന化現がݟられる。このクリΞスΧイ工๏は
ウΥーターδΣットॲཧしたԼ地にシリίンܥのࡐྉ
をృすることで，ޫのಁաྔがྫえ 30ˋであっ
て新と同様の 90ˋ前ޙに·でվળされ，その性
能は調査の݁Ռ 5 年間ҡ࣋されている。

5.3　コンクリート床版内部のひび割れ検査手法
ίンクリート෦に発ੜしているෳࡶなͻびׂれ

空ܺの表面からのڑ（Ґ置），大きさが一ྎવと
なる可ࢹ化を実現した工๏である。ౚ "43 でྼ
化したෳࡶなͻびׂれ状گをࣔす෦調査に࠷適な調
査方๏で，؆ศで低ίストであるため採用ྫࣄが૿Ճ
してきている。

ࣸਅᴷ �　ϙϦΧ൘ίʔςΟϯάલޙͷൺֱ

6．おわりに

ޙࠓ 10 年間で建設ޙ 50 年をܦաするڮのׂ合が 4
ׂをえ，֤種変状の発ੜにう対ࡦがঃʑに૿Ճし
てい͘ことがݒ೦されている。このため，安全でࡂ
にڧいࠜװతωットワークとしての道路およびڮの建
設，ҡิ࣋मに対するॏ要性は·す·す高͘なってい
͘のとߟえられる。現状でطにগࢠ高ྸ化にう
ਓෆ，技術力ෆ，༧ࢉෆがࢦఠされてきており，
そのҙຯでޙࠓより確実なݕ・調査，ิम・ิڧ，
Ϟχタリング等によってٱ性安全性の高いڮのҡ
ཧを行ってい͘ඞ要がある。ここでड़たような࣋
֤種試験研究業を௨して，よりྑいڮの建設，ҡ࣋
อ全に向けてݙߩしていきたいとߟえている。
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